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GIS を使用した橋梁点検システムの開発＊  
 

永藤壽宮＊１・飯塚紀幾＊2 
 
 

The Development Of The Bridge Check System Used G.I.S. 
 

NAGATO Toshimiya and IIDUKA Toshiki 
 
 

 The study is aimed for the development of the bridge check system program that the data 
management of the increasing aging bridge perform it easily and leads to rational effective 
maintenance by using G.I.S.  Google Map is used as G.I.S. software. 

This program makes Nagano’s bridge check manual the data and fits a Nagano’s bridge 
management account book.  

  That is assumed to use the handheld PC for the bridge manager which a beginner is 
easy to use. 
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（Geographic  Information  System  : 地理情報

システム）．ＧＩＳを取り扱っている企業は多々あり，

その機能も多様である．自治体個々により，用途によ

って必要とする機能も違ってきており，地方自治体で

はこれらＧＩＳソフトの選出において担当者の主観

的な部分も大きく，経費も高額になり導入も進行しな

いよう見受けられる．また多くは上部団体が指定する

フォーマットに従わなければならず，ＧＩＳソフトの

導入に支障をきたしている状況にある． 

１．緒  言 
 
 橋梁等の構造物は使用に伴って老朽化していく．

また作用荷重，周囲の環境の変化，構造部材の品質

低下など様々な要素が構造物の寿命を著しく変化さ

せる．しかし，欠陥や変状を致命的になる前に発見

し劣化原因の調査・改善を行うことでその寿命を大

幅に引き伸ばすことができる． 

 現在長野県では，高度成長期に集中的に建設され

た構造物の老朽化が進み，長野県が管理する橋梁

3820 橋のうち建設後 50 年を経過する高齢化橋梁は

15%を占め，10 年後は 46%にまで増加する．このよう

な背景より長野県では合理的，効率的な維持管理シ

ステム構築が強く求められている．現在長野県は「信

州発・あなたにもできる橋の点検」を用い維持管理

の指標としている．このマニュアルは利用者・管理

者の隔てなく「橋梁の知識があまりない方でも，一

定のレベル診断が行える事を可能とする」を目的に

作成され，橋梁点検を身近なものとし合理的，効率

的な維持管理を実現させた．しかしながら橋梁点検

の手法は点検シートを用いたアナログ的な方法に依

存しており，点検データの管理が困難である． 

本研究では橋梁点検マニュアルをデータ化し，これ

から増加していく高齢化橋梁のデータ管理が容易に

おこなえ，さらに，ハンドヘルド PC を用いて合理的，

効率的な維持管理へとつながる橋梁点検ソフトウエ

アを開発，そして，簡易ＧＩＳソフトとして公開され

ている Google Map を用いて，橋梁台帳へ適応し総合

的に橋梁管理のできるシステムの構築を目的にして

いる．  

２．橋梁点検マニュアルソフトの作成 

２－1 概要 

橋梁点検マニュアルをソフトウエア化するに当たり，

信州大学・地域共同研究センターの「信州発・あなた

にもできる橋の点検」を参考とし，下記のフローチャ

ートを用い 3 項目のプロセスで構成されるソフトウ

エアを作成した．ソフト制作の手法として Microsoft 

Excelを用い，マニュアルの点検シートをデータ化し，

点数集計により，次の項目の実施判定ができるようシ
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ステムを構築した． 

橋梁点検マニュアルソフトのフローチャートは図１

に示すように，３項目のプロセスにより構成される． 

２－２ 長野県橋梁点検マニュアルの概要 1) 2) 4) 

次に「信州発・あなたにもできる橋の点検」に示さ

れている内容を紹介する． 

（１）ソフトウェアフローチャート 

①重要度判定フロー 

重要度判定フローでは点検調査対象の橋梁を種々の

重要度により評価分類して，点検調査の実施 

にプライオリティーを明確にすることが目的である．

今回調査対象とした橋梁は，県・市・町村が管理す

る橋梁であり，様々な社会的グレード，使用環境に

おかれていることから点検の方法に橋梁の重要度に

より重みを付けることが必要である．重要度判定フ

ローでは，①橋梁固有の路線特性②橋梁特性③自然

条件について評価できるようにシステム化している．

重要度は A･B･C の 3 グレードに評価分類され，A：5

年毎，B：隔年毎，C：年一回 の頻度で点検調査を

実施する． 

②点検調査フロー 

点検調査フローは，レベル 1 として一般調査，レベ

ル 2として詳細調査より構成される． 

レベル 1 は，点検箇所毎に損傷や現象の有無の判定

を目視判定で実施する．レベル１の結果，レベル 2

が必要であると判断された場合にレベル 2 が必要で

あると判断された場合にレベル 2 を実施する．レベ

ル 2 は，点検箇所毎に写真や図が示された判定基準

表をもとに損傷度と比較しながら点数を記入するよ

うになっている．そして点数により今後の指針(経時

調査・補修補強)が自動的に決定されるシステムとな

っている． 

図１ フローチャート  

度の３つの指標による指標により決定する． 

a)路線による重要度 

その橋が位置する道路ネットワークの重要性を評

価することにより，その橋の位置するポジションの

重要度を判定するものである．道路ネットワークに

おける橋の存在は，非常にクリティカルな位置を占

めている．路線の重要度を知ることは，そこに位置

する橋の点検維持の重要性を判断する手掛かりとな

る． 
③補修・補強工法の見極めフロー 

最後に補修・補強工法の見極めフローに進む．補修

補強が必要とされた点検箇所は，橋梁点検時から 
b)橋梁による重要度 

その橋固有の特性による点検維持の重要性の判断

指標である．橋固有の特性として，橋齢，適用示方

所の返遷による構造グレード，交差対象による補

修・補強工事の施工難易，供用条件による劣化負荷

及び公共財としての価値などを考慮できるよう配慮

した． 

補強・補強が必要と思われる箇所の補修・補強工法

の内容が分かるように紹介するので照らし合わせ見

極めを行う．ただし対策工法の決定は専門家に 

依頼し，詳細な検討を行った後に，最適な対策工法

で施工することが望まれる．  

（２）重要度の判定 
c)自然条件による重要度 

重要度判定は，点検調査の実施にプライオリティー

をつけることを第 1 の目的としている．県・市・町

村が管理する橋梁は様々な特色と橋供用性を有して

いることから，点検調査の優先順位を，①路線によ 

橋の置かれた環境に起因する劣化と変状の誘発危

険度を評価する指標であり，経時劣化の進行速度に関

する環境因子として，降雨強度，凍結融解危険度及び

化学作用に対する危険度を評価する．地盤変動による

不測の外力作用に関する地盤因子として，地すべり地
 

る重要度②橋梁による重要度③自然条件による重要 
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域指定，砂防指定等の法規制及び活断層への近接によ

る災害被災危険度などを評価する． 

（３）重要度ランクシートの使用方法 

 「信州発・あなたにもできる橋の点検」における

各重要度での点検シートを参考とし，Microsoft 

Excel 用い点検シートをデータ化した．ハンドヘルド

PC で点検する際，タッチペン操作 1つで点検できる

よう VBA（Visual Basic for Applications）を用い，

当てはまる項目のボタンをクリックすることでデー

タシートに出力される装置を作成した． 

重要度評価の手順として Excel ファイルを開くと

重要度ランクシート画面が立ち上がる．評価項目ごと

に当てはまる番号ボタンをクリックすることで記入

欄に評価レベルが出力され，自動的に評価点の表示が

できるシステムとなっている．評価項目の記入が全て

終了すると，総合点が集計される． 

各重要度ランクでの記入が全て終了すると，集計表

にて各重要度の総合点が出力され自動的に集計，そし

て全体評価の表示がされる．全体評価は ABC グレード

に分けられ，判定されたグレードの周期で点検調査実

施を行う． 

なお評価の判定基準は「信州発・あなたにもできる

橋の点検」を参考としている． 

※路線による重要度評価入力項目詳細 

路線名 ：橋梁の路線名を記入 

路線番号 ：橋梁の路線番号を記入 

橋梁名 ：橋梁名を記入 

昼夜率 ： 昼夜率を記入(調査結果がない路線は一

律 1.3) 

橋長，支間，幅員 ： それぞれを記入 

工形式 ： 上部工形式 or 下部工形式を記入 

※路線による重要度ランクシートの評価項目詳細 

緊急輸送路  指定路線：A or 指定路線ではない：

B をクリック 

道路区分   主要地方道：A  or 県道：B or 市町

村道:：C をクリック 

自動車交通量  20000 台以上：A or 20000～ 

4000 台：B or 4000 台未満：C をクリック 

大型車交通量  1000 台以上：A or 250～1000

台：B or 250 台未満：C をクリック 

地域外交通に対して交通機能の分断  あり：A or 

なし：B をクリック 

地域内交通の麻痺  あり：A or なし：B をクリ

ック 

遠隔地域の孤立  あり：A or なし：B をクリッ

ク 

公共施設(病院，役場，消防署，学校，バス路線)

のアクセス あり：A or なし：Bをクリック 

道路改良状況   改良済み：A or センターラ

インあり：B or センターラインなし：Cをクリッ

ク 

※橋梁による重要度ランクの評価項目詳細 

竣工年次 昭和42年度以前:A or  42年度以降か

ら昭和 55 年度まで：B 昭和 55 年度以降から平成

6年度まで：C  or  6 年度以降：D をクリック 

交差条件として 

道路 車の迂回路なし 歩行者あり：A or  歩行

者なし：B 

車の迂回路あり 歩行者あり：C or  歩行者な

し：D道路と交差していない：E をクリック 

鉄道 1 級線：A or 2 級：B or その他(私鉄)：

C or 鉄道と交差していない：Dをクリック 

河川 1 級河川：A or 2 級河川：B or その他：

C or 河川と交差していない：Dをクリック 

除雪条件として 

設計上雪荷重あり  除雪する：A or  除雪し

ない：B をクリック 

設計上雪荷重なし  除雪する：A or  除雪しな

い：B をクリック 

塩カルの使用  使用する：A or 使用しない：B 

をクリック 

混雑度   終日渋滞：A  or 朝・夕渋滞：B or  

朝・夕どちらか一方渋滞 ：C  or  混雑しない：

D をクリック 

景観に優れているか  いる：A or いない：B 

をクリック 

国立・国定・県立自然公園区域・  内：A or 外：

B をクリックなどがある． 

季節による工事規制があるか  あり：A or  な
い：B をクリック 
祭りなど一定期間に重要度が増すか  増す：A 

or 増さない：B をクリック 
※自然条件による重要度ランクシートの評価項目詳

細 
雨量強度  志賀，飯田，白馬，上田：A 

軽井沢，長谷，木曽，長野，南信濃，諏訪：B 
 大町，南佐久，野沢温泉，松本：C をクリック 
などがある． 

２－３作成ソフトウェアの概観 

以下図２から図３に主な箇所について，Excel ソフ

トウェアの操作の概観を示す． 
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 図２ Excel により出力された橋梁点検シート図（レベル１） 

 

図３ Excel により出力された橋梁点検シート図（レベル 2） 
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 表 1 長野市橋梁データ 
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調査データを入力すると表１の結果が得られる． 
（長野県庁調査データより） 

３．ＧＩＳへの適応
 

３－1 概要 

本章では，第２章で作成した橋梁点検マニュアル

ソフトを用い，実際に橋梁を点検したとして，橋梁

点検マニュアルソフトから得た情報，橋梁の写真，

その橋梁の詳しい情報が載っている橋梁台帳を地図

上に適応をする．ＧＩＳソフトとしては，世界中の

人に親しまれている Google Earth を用いる． 

 まず，長野市の橋梁状況を調査し，橋梁一覧を作

成する．これらの橋梁を地図上に位置表示するため

に，Gmap から橋梁の緯度，経度を調べ，Google Earth

適応するために必要な座標作成をしてからＫＭＬフ

ァイルプログラムを作成する． 

本章では，適応例として「屋島橋」を例にして説明

する． 

表１で示されたデータに Gmap から橋梁の座標を

読み込み Google Earth 上へと表示する．表２に橋梁

データに座標を与えた例を示す． 

橋梁に座標データを与えたものを Google Earth に

出力するために，図 5 に示すように Microsoft Excel

でＫＭＬファイル作成プログラムを作成する．KML

ファイルはGoogle Earthで表示するための専用ファ

イルである． 
３－２実際の適応 

長野市の橋梁は平成 19 年度では，架け替えが必要

な橋梁１橋，緊急に工事が必要な橋梁が３橋，損傷

拡大を防ぐ工事が必要な橋梁が６橋，軽微な損傷を

防ぐ工事が必要な橋梁 55 橋，経過を見守る（良い状

態）15 橋ある．  

図６に長野市の架け替えが必要な橋，緊急に工事

が必要な橋梁を例としてプロットした．これらのプ

ロットした橋梁データに各々，写真，長野県から頂

いた橋梁台帳，橋梁点検マニュアルソフトから得た

橋梁の点検情報を加える． 

次に実際の各々の橋梁の例として示す．例として

図４に屋島橋，図５に村山橋を示す．ここでは屋島

橋を地図上に位置表示するために，Gmap から橋梁の

緯度，経度を調べ，Google Earth 適応するために必

要な座標作成をした結果を図７に示す． 

橋梁台帳，マニュアルソフトからの橋梁データを

図６に示すようにＫＭＬ出力プログラムを用いて，

Google Earth 上に例として，屋島橋をプロットした． 

これらにより，図８に示すように地図上に橋梁の写

真，橋梁台帳，橋梁点検マニュアルソフトから得た

橋梁点検データが地図上に表示された． 

  これにより，詳細な橋梁点検を詳しく，位置も

合わせて，地図上に表示する事を可能にした． 

今回の適応は Google Earth への適応であったが，今

度としては，他のＧＩＳソフトへの利用も考えてい

きたい． 

４．結 論
 

現在長野県では橋梁点検を行う際には現場に点検

シートを持ち込み手作業で点検を行い，後にデータ

入力し補修・補強工法を検討する．今回，本研究で

作成した橋梁点検マニュアルソフトでは Microsoft 

Excel を用い点検シートをデータ化し，ボタンクリ

ックによる数値の出力，点数の自動入力・自動集計，

次の項目への実施判定を可能にした．GIS との連帯

により，この橋梁の架設年数，形式や履歴などが瞬

時にわかり，更なる調査の高度化が目指せる．ハン

ドヘルド PC により点検，データ管理を行い，またタ

ッチペン操作のみで点検することでより合理的，効

率的な橋梁点検が行うことができるといえる． 

 また，専門知識の少ない点検者にもより簡単で効

率的に橋梁点検ができるようになることで，予算の

少ない地方自治体の補修費の円滑な運用につながる

と考える． 

さらに，地図上に表示することにより，橋梁の位置

や細かい情報が用意に確認することが可能になりま

した．ＧＩＳはとても便利であると実感した． 

しかし，ＧＩＳは今，難しいものから，簡単なもの

まで，ざまざまである． 

ＧＩＳは私も含め，今後多くの人たちに利用され続

けることを願います．ＧＩＳの中でも，より多くの

人に利用されている，Google Earth．画像だけでな

く動画も容易に添付できるようにしたい． 

 

今後は本ソフトを実際に現場で実際に使用し，得ら

れる結果，現場でソフト使用してみての考察をもと

に今後も本ソフトを発展・充実させたい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 屋島橋 

図５ 村山橋 
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 図６ 橋梁位置プロット例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ Excek による座標出力シート例 
 

図８ VisualBasic を使用した KML 出力 
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